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フィジーは, 南太平洋に位置する人口の南太平洋島嶼国の政治経済の中心である (図１参照)｡

全人口は, ��万人余りであり, このうち先住民系フィジー人が約��万人, インド系住民が��万人で
ある２｡ インド系住民の多くはイギリスの��世紀末から��世紀にかけて移民した砂糖キビ労働者の
子孫である｡ この国の特徴は, 先住民系フィジー人によって����％の土地が共同所有されており,
国有地は���％, 売買が可能な自由保有地はわずか���％である３｡ イギリス植民地政府の下で, こ

の共同土地所有制度は確立された｡ ��世紀末の植民地支配下における, 銃, 酒, 梅毒の流入の結果,
先住民人口が激変したためであった｡ 植民地政府は近代的な武器を使った先住民同士の争いを抑え,

急激な輸入文化との接触を断つためにこのような制度を設けた｡
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フィジー先住民社会における自然資源評価のアプローチ １

西 村 知

１ 本研究は, 科学研究費基盤�による共同研究 (平成�����年度, 研究課題 『南太平洋島嶼沿岸域における ｢人
と自然の連動システム｣ に関する学融的研究』, 研究代表者, 鹿児島大学准教授, 河合 渓)) による共同研
究成果の一部である｡

２ フィジー政府のウェッブ・サイトによる����年��月��日現在の人口｡ ����������������������
３ ���������������������� �� ������



土地は, 父系を基礎としたマタンガリ (��������) と呼ばれる同族集団が共同の所有単位である｡
フィジーの地方部では, 通常, 複数のマタンガリが日本の村に相当する集落, ヤブサ (������) を
形成している｡ ヤブサには, 伝統的な首長を中心に村の政治, 経済にとって重要な事項が決定され

る｡ これとは別にヤブサには, ヤブサの住民の選挙で選出されるトゥランガニコロ (������������)
という行政官が地方政府や国と住民とのパイプ役を務める｡ コロとは, 村の中心的な集落であり,

そこには, 首長が住み, 集会場や教会などの村の重要な設備, 建物が位置する｡ ヤブサは村人にとっ

て非常に重要であるが, 直接に彼らの生活に大きな影響を与えるのはマタンガリである｡ 各マタン

ガリには, トゥランガニマタンガリ (����������������) と呼ばれるリーダーがおり, 彼を中心に
マタンガリの構成員が土地の利用方法を決定したり, 争いごとを調停したり, 客人をもてなしたり

する｡ ヤブサやマタンガリにおける重要な儀式が, カバ (����) である｡ 胡椒科の植物の根を乾燥
させてものを粉末にしたものを水と混ぜて, 布で濾してココナツの殻を乾燥させたビロ (����) と
呼ばれるお椀で回し飲みする｡ 発酵はされておらずアルコール度数はないが, 大量に飲むと, 舌が

軽くしびれ, リラックスした気持ちになる｡ 村人たち重要な決めごとを行うときは必ずこのカバの

儀式をおこない, これによって村人間の調和を図る｡

先住民の多くは, 依然として, 自給自足的性格の強い生活を行っている｡ 我々は, これまで, タ

イレブ (�������) 州の二つの村落, レワ (����) 州の一村落で住民の資源管理に関する調査をお
こなってきたが, これらの村の農地では, キャッサバ (�������：タビオカ), タロイモ (�����ンダ
ロ), パンの実 (���：ウト) などは, 自給している｡ 海岸部では, さまざまな魚や貝類などを採集
している｡ これらの村では, 程度, 種類は異なるものの, 自給以外にもこれらの農産物, 海産物を

市場で販売して現金の収入源としている｡ 我々の調査した村では, 人々は自然と調和しながらコミ

ニュティを生きているように映った｡

本論文は, このようなフィジーの先住民の村落における資源利用のありかたについて先行研究を

踏まえることによって理解すること, そして, この筆者の感覚的な人と自然のバランスの状態を科

学的に定量化して示すことの重要性を示し, 定量化のアプローチに関する既存研究を紹介する｡ 最

後に, 将来的に有効なアプローチ構築の可能性について議論する｡ 本論文では自然資源一般につい

て議論するが, 我々の共同研究のテーマである水産資源を中心的なテーマとする｡��������������������(����) が指摘するように, マタンガリの共同土地所有制度は, 土地や海における自然
資源の一部の同族集団への集中を回避し, 先住民の土地無し化, 貧困化の問題を回避した｡ �����
(����) の研究によれば, マタンガリの制度が導入されるずっと以前の先史時代においては, 生態
系が豊かな土地においては, 土地獲得競争は激しかった｡ その結果, 近隣の同族集団の関係は悪く,

保有面積は小さかった｡ しかし, 生態系にそれほど恵まれていない土地では, 異なるクラン間の関

係性は良好で, 保有面積も広大であった｡ イギリス政府が懸念したように, 火器が浸透した植民地
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下では, 財力を得て, 火器を手にした部族が, 生態系の恵まれた土地を占有していたかもしれない｡

領域化された土地が確保されたことによってフィジーの先住民は, 部族間の争いを避けることがで

きた｡ その結果, マタンガリの土地を長期的な観点から有効に調和的に利用することができるよう

になった｡ もちろん, フィジー全体でみると, インド系住民は限られた自由保有地の購入, 先住民

の土地への地代の支払いの負担は大きく, 彼らの多くが, 土地無し, 貧困化している｡ 筆者は, ス

バ市近郊のインド系住民のスラムを訪れたが, 一畳程度の箱のような住居が立ち並ぶその光景は異

様であった｡ マタンガリによる領域化された土地の共同土地所有制度が存在しなければ, 一部のマ

タンガリ, ヤブサによる土地独占が進んでいたかもしれないし, 完全に土地所有が私有化されてい

れば, 所得水準の高いインド系住民による土地独占が起きていたかもしれない｡ 先住系フィジー人

の人生にとって土地 (������ヴァヌア) は決定的な要因である｡ 先住系フィジー人は, 自己の意見
や感情の表現, 変容, 将来的なスタンスの決定において, 人と人, 過去と現在とならんで人と土地

との関係を重視する｡ (�����������)｡ どのような土地に住み, 一族の者とそれをどのように利
用するかは先住フィジー人の人生設計の根幹である｡

このように, 先住系フィジー人の根幹に位置し, 植民地主義の結果として固定化されたマタンガ

リの土地における人と自然との関係性はどのようなものであろうか｡ まず重要な点は, ������
(����) が述べているように, 土地, 近接した海における自然資源が, 貨幣経済と文化資源とが融
合される形で利用されているということである｡ 自然資源は, 商品経済化の高まりによって一方的

に収奪されるわけではない｡ 村の共同体的な文化システムによってあるときは, 利用が制限され,

あるときは, 促進される｡ フィジー先住民の村には, 資源利用制限に関わる, 禁忌のルール (�����
タンブ) が多く存在する｡ 海洋資源に関しては, ヤブサの首長などが亡くなった後はしばらく漁を

してはならないというタンブがある｡ 農作物に関しては, 筆者はタイレブ州でタンブナ (������)
というルールを確認した｡ これはある世帯の作物を一定期間, 触さわってはいけない (取ってはい

けない) というルールである｡ これは, ある世帯あるいはその親類の冠婚葬祭のために一時的な現

金が必要な場合は, 自然の材料で作られたタンブナの標識を畑に設置することができる｡ 例えば,

ココナツの場合は, ｢禁止されたココナツ｣ を意味するタンブナニュー (���������) の標識がか
けられる (図２参照)｡ このルールを破った者には, 病気などの災いが降りかかると信じられてい

る｡ 資源利用が村のルールによって一時的に促進されることもある｡ 我々の調査するレワ (����)
州のワインガナケ (���������) 村では, マタンガリ内で死者が出た時は, マタンガリの世帯が献
金をすることが決められている｡ 現金収入源が限られているこの村では, 一時的に水産資源の利用

度が高まる｡ 死者が, マタンガリを超えて重要な存在, 例えばヤブサの首長や村出身の著名人の場

合は, 大規模な葬儀のために献金や食物の提供がヤブサ住民全体で行われる｡ タイレブ州のクミ村

では, 昨年, ヤブサ出身の有名なもとラグビー選手の葬儀が行われたが, 葬儀の前には, 農作物の

収穫, 魚や貝の捕獲が通常以上に行われた｡ このように, フィジー先住民の村では, タンブや冠婚

葬祭などの文化資源があるときは自然資源利用を押しとどめ, ある場合には推し進めるのである｡

村の資源利用を考察する場合には, その村にどのような文化資源が存在し, それがどのように運用
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されているかを具体的に把握する必要がある｡ そして, ここで注意すべきことは, これらの文化資

源がルールとして機能する場合, 村人によって, 柔軟に多様な形で運用されることである｡ 著者は,

このような制度の利用の在り方を可変的制度の浸透性と呼んでいる４｡

共同体主義を強固にしているのは, フィジー先住民の

文化だけではない｡ 現在の先住民系フィジー人の日常生

活, 思考において重要なのは, キリスト教である｡������(����) が指摘するように一見フィジー的に見え
る文化は, 実際は植民地主義と土着文化が融合したもの

であることに留意すべきである｡ 我々が調査したフィジー

の農村の住民の多くはメソジスト (���������) であった｡���������(����) は, フィジー人の土地への畏敬, 共同
的な土地利用の過程では, メソジストの影響が強いと主

張する｡ 集落を清潔にするコミニユティー・デー (ウィー

ク) を定め, 規律を守るという共同体主義は, フィジー

にもともとあった文化とメソジストの教義とがうまくミッ

クスされたものと考えられる｡ しかし, この重層的な共

同体主義は必ずしも調和的に運用されるわけではない｡

先述のワインガナケ村に居住するヤブサのスポークスマ

ン (�����������) は, ヤブサで定めた禁漁区において, 住民はメソジスト教会への献金のために
密漁が行われる事実を我々に語った｡ 地理的には同じコミニュティ (＝ヤブサ) であり, 村人がそ

れを維持するという行動様式は同一の性格のものであっても, 伝統的なコミニュティと宗教コミニュ

ティは, 対立することがありえる｡

このような重層的ではあるが, 通常は調和のとれた社会は, 商品経済の浸透, グローバル化, 特

に海外労働者の増加によって変化している｡ 父系社会の同族集団が長期にわたって経済・社会・宗

教を共有し, ヤブサの長, マタンガリの長のもとでコミニュティを形成, 維持するというところに

旧来のフィジー先住民社会の強さがあった｡ しかし, 現在では, 村人の多くは, 首都のスバ市に移

住する者や海外で働く者が増加している｡ 地域間格差はあるものの国内の労働力移動は確実に進ん

でいる (�����(����))｡ トンガの歴史研究者である��������(����) は, �����(����) の支配と社
会の類型の議論を援用しながらトンガの王族に関する議論をおこなっている｡ �����によると, 支
配という観点から社会は, 伝統社会 (血縁), 合法社会, カリスマ社会に分類することができる｡��������は, トンガの王族は合法的カリスマ社会であり, 支配の強化が ｢正当性への信仰｣ を育

成したと主張する｡ この議論を, フィジー先住民社会に適用しようとした場合, フィジー社会は,
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ピンの地方社会と制度』, 研究代表者, 鹿児島大学教授, 西村知) によって研究分担者間の議論から生まれ
た概念である｡



植民地政府という外的な力によって, 合法的伝統社会が形成されている｡ しかし, 伝統社会を支え

る同族者が同じ地理的コミニュティに居住するという前提は変化しつつある｡ この状況は, 血縁関

係を基礎とした支配の弱体化を意味するのであろうか｡ 実際は必ずしもそのような形で事態が進展

するわけではない｡ 村の外に住むマタンガリ構成員が村との関わりを維持するからである｡ フィジー

語では, 村外の住民を, コミニュティから ｢自由｣ な人々という意味の, ンガララ (������) と呼
ぶ｡ ンガララの多くは, 定期的に村に帰り, 重要な冠婚葬祭には出席する｡ そして, 生活に余裕の

あるものは, ヤブサ, マタンガリ, 親兄弟などの世帯に定期的に送金を行っている｡ ヤブサやマタ

ンガリの首長が村外に住む場合は, 代理の者がコミニュティの維持の役割を担っている｡ 労働力不

足に関しては, マタンガリによっては, 同族でない男性を村外から招き入れ, 準マタンガリ構成員

の扱いをする｡ 彼らはフィジー語でタタウナキ (���������) と呼ばれる｡ タタウとは ｢認める｣,

ナキは ｢目的｣ を意味するので, ｢マタンガリを維持する目的のためにマタンガリの構成員として

認められた者｣ とでも訳することができよう｡

図３はワインガナケ村の対照的な二つのマタンガリ構成員を示したものである｡ 〇は男性, ◎は
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女性である｡ ナトンドレ (�������) マタンガリは, ��世帯のうち, ��世帯は男性の世帯主が正規
のマタンガリ構成員である｡ 残りの２世帯は, 世帯主の配偶者 (女性) が正規のマタンガリ構成員

である｡ このマタンガリは, 父系社会を維持している伝統的なマタンガリといえる｡ これに対して,

ワイタンブア・マタンガリは対照的である｡ 最初の四角で囲まれたグループのみがいわゆる正規の

マタンガリ構成員グループであり, その下の三つのグループは, タタウナキである｡ ９世帯のうち,

正規のマタンガリ構成員が世帯主 (男性) の世帯が３世帯, 世帯主の配偶者 (女性) の世帯が１世

帯で残りの５世帯はタタウナキが世帯主である｡ かつて, 小学校教員一名, 畑の労働者二名がタタ

ウケナとして招かれた｡ 彼らはすべて独身であったが, 後に村の中の他のマタンガリ (������ ナ
セイ) の女性と結婚した｡ 父系社会のフィジーではタタウナケの子孫は, マタンガリ構成員ではな

いが, やはり準構成員として認められている｡ 村人の移動や村における新しい人材への需要が, 伝

統的な父系社会の存続を困難な状態を作り出しているのである｡

また, 村人たちの老後の村へのユーターンも新しい形のコミニュティ形成において重要である｡�������(����) は, フィジー先住民の村を離れた若年層は, 都市に生活している間にも村内に老
後のための家 (���������������) を建設する事実を明らかにしている｡ 我々の調査地のクミ村で
も, 良く管理された ｢空き家｣ が多く見られた｡ �������のさらなる興味深い指摘は, 村外で比較
的な多額の貯蓄を行ったものが, 村に帰ると, その他の村人とはそれほど変わらない生活スタイル

をおこなうということである｡ クミ村においても, そのような例が確認された｡ 現金を用いて食品

を購入すれば容易であると思われる高齢の村人が, 自家消費のために, キャッサバやンダロの作付

け, 収穫を行っていた｡ 中長期的観点から結論を出すに十分なデータをわれわれは手にしていない

が, 少なくとも短期的には, ユーターン者が村の社会経済構造を急激に貨幣経済化・商品経済化す

るとは考えにくい｡ このように村人の村外への移動は, コミニュティを一方的に崩壊させるのでは

なく, 広い空間での血縁・地縁関係を基礎とした新しい関係性のコミニュティを形成すると考える

ことができる｡

フィジー先住民の資源利用を考察する場合は, 再編されるコミニュティを理解することは非常に

重要である｡ しかし, フィジー先住民社会では, 共同体主義と個人主義が混在していることも忘れ

てはならない｡ ������(����) は, 自然資源の利用, 特に土地利用においては, 共同体の権利と個
人的権利が多層性を持っていることを指摘している｡ マタンガリの土地は, 実際には, マタンガリ

よりも下部の集団であるイトカトカ (���������) さらには世帯単位で緩い ｢利用権｣ が決まってい

る｡ しかし, 各イトカトカや世帯は, 当然, 収益性の高い農地を割り当てられることを希望する｡

個人の権利を助長させる要因はいくつか考えられるが, 教育費は大きな要因である｡ 子供には, 自

給的な農業や漁業ではなく給料の高い専門的な仕事に就けさせたいと願う親が増えてきている｡ マ

タンガリやヤブサで基金を作り, 奨学金とすることも考えられるが, 我々が調査した三つの村では

基本的には世帯ごとに教育費を捻出していた｡ 教育費の増加は, 村への献金, 食物の供与よりもむ

しろ世帯レベルでの村の自然資源の貨幣化を選好する村民を増加させると考えられる｡ もう一つの

要因は, 多数派のメソジスト教以外のキリスト教宗派の村への影響である｡ 我々が調査した村でも,
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アッゼンブリー・オブ・ゴッド (���) やセブンス・デイ・アドベンティスト (���) などの信者
が少数ながら存在する｡ 彼らの多くは都市生活の過程でそれらの宗派に入信している｡ ������
(����) はペンテコステ (���������) 派のキリスト教がフィジー人に与える影響は個人主義の進展
という意味で重要であると指摘する｡ 彼は, この宗派は先住民の価値観や共同体の重要性を強調し

ながらも個人主義の重要性を強調しているという｡ 橋本 (����) の指摘も重要である｡ メソジスト
信者が大半の村で, 戒律の異なる宗派を信じ実践すること自体が他者とは異なる個人を育成すると

いう考え方である｡ 前述のとおり, カバを飲む儀式は村では非常に重要であるが宗派によっては飲

用を禁止されているのである｡

以上を要約すると以下のようになる｡ フィジーの先住民社会では, 同族集団マタンガリを中心と

して自然資源の利用が決められ, ヤブサ内でマタンガリ間の問題は調整される｡ そして, この過程

において, 伝統的な文化資源が機能している｡ 資源利用を制限するタンブや冠婚葬祭のための一時

的な資源利用の促進という形で資源利用はコミニュティによってコントロールされる｡ そして, マ

タンガリ内でのあるいはマタンガリ間 (ヤブサ) の話し合いにおいては, カバという儀式が文化資

源として機能している｡ しかし, フィジー人の先住民の村は住民が固定的な地縁・血縁関係から,

村に住む住民と村外に住む住民の間で結ばれる新しいコミニュティとして生まれ変わりつつある｡

このような拡大化した空間的つながりは送金や老後のユーターンという形で維持されている｡ ただ,

ここで注意すべきことは, このようなフィジーのコミニュティは, かならずしも内生的要因によっ

てのみ形成されたわけではなく, 特にキリスト教の普及という形で植民地主義の影響が存在すると

いうことである｡ よって, 人と人, 人と自然が調和したフィジー社会は, カッコつきの伝統社会＝

｢伝統｣ 社会と呼ばざるをえない｡ そしてこのような, 内因的コミニュティと外因的コミニュティ

が重層化したコミニュティは変化の過程にある｡ 教育費の捻出という点での個人主義化, あるいは

メソジスト教一枚岩の宗教的社会へのペンテコステ派などの異なる教義のキリスト教の浸透は, 村

のコミニュティの求心力に影響を与えていくと考えられる｡�����������������������
フィジーの先住民は, 彼らの居住環境を取り巻く自然を血縁, 地縁に基づくコミニュティにおい

て文化資産を用いて調和的に利用してきた｡ われわれが調査した村では, 程度の差はあるが, 自然

資源の収奪は行われてはいなかった｡ 自然から得られる農産物, 海産物は, 彼らにとって, 食糧源,

現金収入源であり, これらの自然資源の利用は, 彼らの生活環境に直接に影響を与える｡ 前述のよ

うに, 彼らのコミニュティは変化の過程にある｡ マタンガリ構成員の村外居住者の増加によって新

しいコミニュティの連携が生まれつつある｡ この過程で, タンブや冠婚葬祭などの文化資産の規模

や運用が変化することも予想される｡ 教育費・加工食品・電化製品の購入および電気代の支払いの

ため, 現金の需要の高まりつつある｡ このような変化による結果の総体が自然資源に大きな影響を

与える｡ 村におけるタンブの弱体化, 教育費の高まりは, 資源利用圧を上げるであろう｡ 冠婚葬祭
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などの簡略化による献金額の低下, 村外居住者からの村人への送金は, 資源利用圧を押し下げるで

あろう｡ 加工食品の浸透による影響は複雑である｡ 加工食品購入のための現金需要の高まりは資源

利用圧を高めるであろうが, 加工食品の浸透は村で収穫, 採取される食品の消費量低下と対応して

いるので, 嗜好の変化という点で資源利用圧を押し下げるであろう｡ ������(����) の論文による
とフィジー全国で海産物の消費は年々, 減少しており, 特に所得の高い地域での消費の低下率は高

い｡ これは, 加工食品が所得の上昇とともに浸透するためであると考えられる｡

このようにコミニュティにおける貨幣経済化, 社会システム (特に文化資源) の変化, 食の変化

はフィジー先住民を取り巻く, 生活環境, 経済環境に直接的な影響を与える｡ 地域によってはグロー

バル経済によって大きな影響を受ける可能性がある｡ ������(����) は, 新自由主義的な貿易自由
化によるグローバル化は, 各国を容赦ない競争に駆り立てるとし, 地域内の共同的な抵抗力を作り

上げなければ, 地域外の経済大国によって, 地方の社会経済コストが考慮されずに, カバのような

｢エキゾチック｣ な自然資源が収奪されると考える｡ このようなグローバル要因の衝撃は短期的に

は展開しないにしても, 国のレベルでは, 村の経済の貨幣経済化が国内経済の商品市場, 労働市場

と関係を持ちながら浸透していくであろう｡ �����(����) は, ヤンゴナ (カバの儀式に使う植物)

の生産で有名なカンダブ島の経済を����年代と����年の調査によって時系列的な比較研究した｡ 彼
は, カンダブ島の商品作物は��年間変わらず, ヤンゴナが大半を占めており他の産業や所得源は創
出されておらず, 雇用不足がスバ市などの都市への人口流出を推し進めていると述べている｡ 市場

経済の浸透の仕方によってはこのように, 周辺部の中心部への従属関係は再生産され, 質の上での

経済発展が困難となる｡ 今後は, グローバル化, 国内経済との連携のもとでいかにして村人の厚生

水準を高めていくかが重要となる｡ また, このような近代化・貨幣経済化のコミニュティの資源管

理の変化についても注意すべきである｡ ��������(����) は自給自足的な村とアグロインダストリー
が進む村では, 海洋自然資源の管理においても異なるとする｡ 彼は, 自給的な村のほうが, サンゴ

礁の状態が比較的に良好であるという結論を得ている｡ ������(����) は, フィジーの漁村におけ
る現金需要の高まりが, 魚の乱獲につながった例を示しており, この理由を他の雇用機会の不足と

している｡ グローバル化, 商品経済化が村の社会経済構造をいかに変化させ, それが村の自然資源

環境にいかに影響を与えるかを理解するためには, その村の生態系, 中心的都市へのアクセス, 歴

史など様々な要因が複雑に絡み合っていることを前提として考察する必要がある｡������������
では, フィジーの先住民にとって, 食, 現金収入, 居住環境という基本的な観点から非常に重要

である自然資源量をどのように計測すればよいのであろうか｡ 例えば, �������(����) がフィジー
の先住民の漁村で住民へ直接おこなったインタビューによる遺産価値 (������������) はどうであ
ろうか｡ 彼は, 村人に自然資源に ｢価格｣ をつけさせている｡ 著者はこのようなアプローチは, 市

場経済が成熟し, 住民が利用するほとんどの財が商品化している社会以外では無意味であると考え
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る｡ 住民が自然の価値を客観的に貨幣単位で評価しようとするとは考えられないし, そのような調

査結果に基づいて政策決定することは非常に危険であると考える｡ それではどのような手法が効果

的であろうか｡ われわれは, 可能な限り客観化できるデータを用いて, 柔軟な分析手法でアプロー

チすることが望ましいと考える｡ フィジー沿岸漁業の社会経済および生態系へのアプローチ関する���(����) 論文は以下のようにポイントを提起している｡ ��サンゴ礁漁家の漁業への依存度は,
その他の収入源の有無によって影響される｡ ��サンゴ礁漁家は国の法律よりも慣習法を重視する｡��持続的な生態系の利用を理解するためには漁家経済の詳細な研究が必要である｡ ��慣習法(タ
ンブ)を基礎とした��� (禁猟区) の設定は生態系の維持にとって重要である｡ この論文では, 資
源利用と住民の収入構造が密接に関連していること, 資源利用において, 国の制度と住民の慣習法

が同時に機能していること, 様々な観点を深く理解したうえで具体的な政策を提起すべきことなど

が指摘されている｡ 各コミニュティによって, 社会経済構造は, 相違するため, 仮に, ある時点で

生態系の質, 自然資源量が同等のレベルでるとしても, 自然資源を住民が持続的に生態系を維持し

ていくためには, その場所に適応した住民と自然との関係性を構築することが必要であり, このよ

うな観点から, 政府や外部の支援が計画されるべきである｡ このような多元的な視点は, 最近のフィ

ジーの自然資源管理の研究に導入されている｡ 前述の�������(����) のフィジーにおける社会経
済的要因とサンゴ礁の健康状態との関連についての研究もその一つである｡ ここで注目すべきこと

は, 血縁・地縁的コミニュティが強い場所で持続的な自然資源管理・維持が機械的に実現されると

は言えないということである｡ 農村外との関連を持った大きな空間で展開する, 貨幣経済化, 公式・

非公式の制度の形成と運用の在り方などの組み合わせの結果として, 自然資源の量や利用のされた

方が決定される｡

このような観点から, どのような形で資源量とその決定メカニズムを客観的かつ科学的におこな

うことが測定が可能であろうか｡ 資金に制約の大きな発展途上国においては, 短期間でコストをか

けない調査方法が求められている｡ このような調査方法は, ラピッド・サーベー・アナリシス

(�������������������) と呼ばれている｡ 国レベルや地方レベルのような広範囲の自然環境を短
期的にかつ明確に把握する方法としては, 航空写真によるビデオ撮影などが有効である｡ ����������
(����) はエビ養殖が与えたマングローブへの影響をタイで����(�������������������������：
航空ビデオ・マンタ分析) を用いて観測している｡ 調査対象となる自然環境の項目を特定し詳細な

ビデオ画像を収集し, その結果を分析することによって, 現時点での自然資源量が危機的な場所を

特定することができる｡ このような調査は政府や国際機関の技術, 資金的な援助が不可欠となるで

あろうが短期的に国レベルで自然資源の状況を確認できる｡ 次に, コミュニティレベルでの資源量

の観測方法についてみていこう｡ 最近注目されているのが住民参加型の自然資源調査である｡�������(����) はフィジーにおいて, コミニュティレベルでの住民による魚類調査を報告している｡
住民自身が自ら調査を行うことによって自然資源の豊かさあるいは危機的状況を把握することは住

民にとって効果的な資源管理の方法を生み出すための重要な作業であろう｡ われわれが調査したワ

インガナケ村では, 漁師歴の長い前述のヤブサのスポークスマンが���(南太平洋大学) の教授
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のアシスタントとして海洋生物を中心として生物多様性研究のために働いていた｡ 彼や村人たちが

遭遇する生物の中には高い商品価値のあるものもある｡ このような地道な作業によって自然資源量

を測定することができる｡ 次に重要な作業はこれらの生態学的, 生物学的データを社会科学的要因

との関連で捉え, 村人の営む社会経済システムと資源量との関連, 持続性について考察する作業で

ある｡ このような研究はフィジーではあまり行われていない｡ 少々視点が異なるが, ����������������(����) が, 海藻養殖のサイト選定において, 資源量と社会経済構造との観点から研究し
ている論文は注目に値する｡ 彼らもラッピッド・サーベーの重要性を指摘している｡ 彼らは, 資源

量がある程度存在する村, コミニュティの場合, 市場とのアクセス (距離および輸送手段), 養殖

に興味のあるクランおよび有能なリーダーの有無, 所得構造 (特に収入源), 主な労働の形態 (コ

ミニュティ, 個人, 賃労働) などを村人にインタビューすることによって調査地が海藻養殖のビジ

ネスに適しているかどうかを把握することができるとしている｡ このような視点は, コミニュティ

の資源量管理の多様性を考察するうえで重要である｡��������������������
フィジーにおいてはコミニュティをベースとした水産資源管理が政府や���によって進められ
ている｡ ������(����) は, フィジーの沿岸地域における資源枯渇の問題に対処するためには, フィ
ジー政府は, 伝統的な慣習や漁業権 (��������ンゴリンゴリ) を基礎として住民を中心とした資源管
理システムを進展させるべきであると主張する｡ 彼は, これを共同 (資源) 管理のための制度モデ

ル (���������������������������������) と呼ぶ｡ ���������(����) はフィジーにおいて旧来から
の血縁・地縁的コミニュティが, 水産資源管理において中心的な役割を果たしており, その管理の

方法は伝統的な手法と時代に合った (������������) 手法が組み合わされたものであるべきだと主
張する｡ 村人にとって, 社会経済の変化とともに内容, 運用ともに変化するタンブなどの慣習法や

カバなどの文化資源は引き続き重要であるが, 同時に, 村人の生活様式の近代化も進展し, それに

応じて所得創出の要求も高まる｡ 政府や���の政策, 支援は, 人と自然のバランスを助長するか
もしれないし破壊してしまうかもしれない｡ フィジー国内外の開発研究者や生態学者などの研究者

が自然資源とともに生きる村人のための政策決定に貢献することがあるとすれば, それは, 住民の

経済生活と生態系の維持を可能とする持続的発展を可能とする制度, それを支える財政的支援に具

体的に決定するためのデータ, 分析手法を提供することであろう｡

本稿では, 最後に, 我々が現在進めているフィジーの水産資源量およびその決定メカニズムにつ

いて行っている研究を紹介する (���������(�����), (�����))｡ われわれは, ����年より����年ま
で, フィジーの本島であるビチレブ (��������) 島のタイレブ州の一つの村について調査を終了し,
現在は同じ島のレワ州ワインガナケ村で海水に生息する貝類の一種, カイコソ (�������)５ に関す
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る調査を行っている (図４)｡ ビチレブ島の東部では, カイコソは, 都市住民も農漁村の住民も通

常に食す海産物であるとともに, 多くの村では貴重な現金収入源である｡ 住民は, スバ市などの市

場で村のその他の産品とともにカイコソを販売している｡ われわれはこのエネルギー源, 所得源と

して重要なカイコソと村落の社会経済構造に関する学融的研究を行っている｡ 著者は, 各家計とカ

イコソの捕獲の関係を世帯調査によって調査している｡ 村の社会経済構造に関する指標は, 世帯員

数, 一週間単位の総収入, 送金収入, 総支出, 献金, 教育費, 送金支出などであり, カイコソに関

しても一週間単位の捕獲量, 消費量, 販売量の他に捕獲頻度, 捕獲場所などを調査している６｡ わ

れわれの共同研究では, 生物学者が, カイコソの生息する環境の水質を温度や濁度などの指標を取っ

て調査している｡

われわれの最終的な目標は, これらの自然系のデータと社会科学系のデータを一つのモデルに統

合して, 資源量＝カイコソの量が決定されるメカニズムを明らかにすることである｡ この, データ

を統合するモデルとして利用可能なのが共分散構造分析 (���������������������������) である｡
このモデルは, ある社会, 生態系における現象を, 容易に数値化できる観測変数と数値化が困難な

潜在変数を設定することによってこれらの変数の複雑な関係性を明らかにすることができる｡ ある

二つの変数がモデル上, ｢有意｣ と示された場合, その関係性の強度が, －１ (負の関係性) から

＋１ (正の関係性) で表すことができる｡ 最近では, 経営学や教育学, 心理学に広く応用されてい

る｡ われわれの学融的データによるモデルは現在, データ分析過程にあるため, サンプルとして,

社会科学データのみを用いた例を紹介しよう｡

図５では, 楕円で囲まれた変数が潜在変数で, 長方形で囲まれた部分が観測変数である｡ 円で囲

まれた部分は誤差変数である｡ このモデルの基本概念は, 貨幣経済化が村の資源利用概念に影響を

与え, 村の社会経済構造が貨幣経済化および資源利用概念に影響を与えるという仮定である｡ 村の

資源利用概念は, タンブなどの慣習

法や食の変化などで構成される｡ そ

して, 貨幣経済化は, 世帯の総支出

および総収入に, 資源利用概念は,

カイコソの消費, 販売, 贈与に, 社

会経済構造は, 世帯員数, 献金に影

響を与えるという仮定である｡ これ

らの矢印の中で ｢有意｣ で＋１に近

い数値が得られた場合は, その二つ

の変数には強い関係性があることに

なる｡ このようなモデルで, 複数の

村の状況を比較することができる｡
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例えば, 貨幣経済化がが, 支出, 収入と強く関連しているにもかかわらず, 資源利用概念がカイ

コソの販売, 消費, 贈与と関連していない (あるいは関連が弱い場合は) 場合は, タンブのような

なんらかの社会的な拘束が働いている可能性がある｡ あるいは, 他の所得源, 例えば農作物や他の

海産物, 送金収入があるかもしれない｡ 逆に, 貨幣経済化が, 支出・収入と関連していないにもか

かわらず, 資源利用概念が消費, 販売, 贈与と強く連関している場合には, その特定の資源に過剰

な圧力がかかっていると考えられる｡ その原因としては, 個人主義の浸透, その他の収入源の縮小

などが考えられる｡ いくつかの村で, 同一の質問票を用いてデータ収集し, 同一の分析モデルを用

いることによって, 各村の資源圧の深刻さが明確になるのである｡��
本稿は, 自給自足的性格の強い南太平洋のフィジーにおける先住民のコミニュティにおける自然

資源量とその決定メカニズムを明らかにするためのアプローチについて現地調査と既存研究に基づ

いて考察し以下の結論を得た｡ 第一に, フィジーのコミュニティーは自然資源の利用の意志決定に
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おいて貨幣経済化と文化資源が大きな影響を与えていることである｡ また, キリスト教などの外因

的な要因も重要であることを示した｡ 次に, フィジーのコミニュティは, 村内部の完結系から村外

にもつながる空間的に広がった解放系に移行していることを示した｡ そして, このような変化が資

源量やその維持に与える影響はさまざまな連続的な要因と変化する要因の総体であり複雑なシステ

ムであることを示した｡ 最後に, フィジーの先住民の資源量を測定しその決定メカニズムを明らか

にするためには定量的な学融的手法が必要であることを示した｡ さまざまな手法が考えられるが,

共分散構造分析が有効な分析手法となりえる可能性を明らかにした｡ われわれは, 本稿の研究アプ

ローチが, フィジーのみならず自給的性格の強いコミニュティを有する農村や漁村にも適用される

ことを目標としている｡ この目標を実現するためには, さらなる現地調査の積み重ねをベースとし

たデータ収集, 様々なデータ分析の試行が必要となる｡��
フィジーでは, タイレブ州のナイカワンガ村およびクミ村, レワ州のワインガナケ村の住民の理

解と協力のおかげで現地調査をおこなうことができた｡ また, 現地調査においては, 研究代表者の

河合渓氏や共同研究者の小針統氏, 鳥居享司氏から学融的アプローチの試行の過程で多くの知見を

得た｡ また, ���(南太平洋大学) で教鞭を取るベイテヤキ氏, ビデシ氏らからはフィジー人の観
点から多くのアドバイスをいただいた｡ これらの方々との対話からわれわれの問題意識, 研究手法,

政策提案などは生まれている｡ 心から謝辞を述べたい｡���������������(����) �����������������������������������������������������������(����) (鹿児島大学国際島嶼教育研究センター設置式典・シンポジウム討論会 『ネシア・エンパワ
メント－島の未来可能性をパワーアップする－』 での報告原稿) �����������������(����) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(����) ����������������������������������������������������������������(��)������������������������(����)���������������������������������������������������������������������������������������������������������������(�)�������������������(����) �����������������������������������������������������������������������������������������������(��)�����������������������(����) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(����) ���������������������������������������������������������������������������������������(����) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������(�)���������
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